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A Study on the Education and Training for Care Workers Who Support the 
Elderly 
















析の結果、3 つの因子が析出され、第 1 因子を「調理活動の実践への支援と環境整備」、第 2 因子を「自



































































































①性別： 女性 270人 （89.4％） 
男性 32人 （10.6％）
②学年： 1 年生 44人 （14.6％） 
2 年生 78人 （25.8％） 
3 年生 103人 （34.1％） 






































































因子間の相関 第１因子 第２因子 第３因子
第１因子 1.000
第２因子 .474 1.000

































































































































項目27 盛り付けを行う（簡単な作業でも可） .882 -.057 -.147
項目26 実際の調理を行う（簡単な作業でも可） .835 -.027 -.146
項目29 配膳を行う（職員と共にでも可）　 .774 -.139 .007
項目28 食事に関わる準備を行う（使用する食器の選択など） .755 .034 -.028
項目30 下膳を行う　（職員と共にでも可）　 .698 -.036 -.047
項目25 食材を購入できる機会の設定 .651 -.019 .001
項目34 適切な調理器具の用意 .558 .044 .131
項目33 車椅子使用者も調理活動に参加できる環境の整備 .553 .064 .159
項目32 高さの調節可能な調理台を用意 .536 .078 .116
項目35 利用者の希望によりキッチンが使用可能 .465 .020 .258
項目24 メニューの立案への参加（一部でも可） .435 .104 .109
項目51 安全に調理活動を行える十分なスペース .394 .199 .063
1 2 3
項目37 放送設備・テレビ・カートなどの音量調整 .014 .637 -.118
項目42 食空間に適切な照明器具を使用 -.073 .628 .147
項目41 照明や窓からの日差しなどへの配慮 .035 .615 -.078
項目43 食空間に適切な床・壁の装飾デザイン -.026 .542 .147
項目40 テレビなど食事以外の刺激への配慮 .013 .532 -.072
項目36 食事に合わせたBGM .017 .484 -.110
項目65 職員は食事に合わせた服装をする -.105 .426 .118
項目45 食べ物の匂いは、食事の前後のみ -.030 .423 -.009
項目11 食卓の飾り物への配慮 .171 .400 -.062
1 2 3
項目71 食事を取る座席を利用者が決定できる -.020 -.060 .732
項目73 利用者が調味料を自由に使用できる　 .021 -.012 .729
項目72 共有の冷蔵庫があり利用者が利用できる .027 -.055 .708







因子間の相関 第１因子 第２因子 第３因子
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 「食事支援の指針」として、 1 ．食事認識への
支援　 2 ．機能的な能力への支援 3 ．環境にお
ける刺激と質の調整　 4 ．安心と安全への支援　
5 ．生活の継続性への支援 6 ．自己選択への支
援　 7 ．ふれあいの促進の 7 カテゴリー、全71
の項目を示している。
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